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緒 言

男女 ともに平均 寿命 で世 界第一位 を誇 る我 が

国が,国 際的 に他 に例 を見 ない急 速 な高齢 化社

会 を迎 えて お り 「人生80年 」 の時代 に突 入 して

いる1).こ の よ うな状 況 の 中で,日 本歯 科 医師会

は 「8020運動」 を提 唱 し2),「80歳 で20本 の歯 を

保つ 」 こ とを 目標 に して,現 行 の歯科 医療 の改

革 と歯科 保健 の取 り組 み との連 携 を図っている2).

これ は高 齢社会 にお け る 「Quality of life」を考

え る時,老 人が 「お い しい もの をお い し く食べ

る」 こ とが で きて 「家族や 仲 間 との会 話 を楽 し

む」 こ とが で き るこ とが,歯 科 領域 のみ な らず

保健 と医療 と福 祉 の 各分 野 にお いて重 要 な今 日

的課 題 とな って きた こと を示 してい る3). WHO

も1994年 に 「口腔保 健 年」 を設定 し,日 本 歯科

医師 会 の 「8020運動」を高 く評価 し,東 京 で 「世

界 口腔保健 学術 会 議」 の開催 を支 援 してい る4).

歯科 医 師 は平成 元年6月 の歯 科衛 生 士法 の改

正 とも関連 して,歯 科 医 師法 第1条 に規定 され

て い る歯科 医師 の任 務 で あ る歯 科保 健 指導 の役

割が 重要 さを増 して くる と考 え られ る.歯 科 保

健 の分 野 にお い ては,こ れ まで も小 児 の 「齲蝕

予防 」に関 しては幅 広 く調 査 ・研究 されてきた.5/6)

その 基礎 とな る歯科 定期 検 診 は集 団 を対象 と し

て定期 的,組 織 的 に実 施 して い るのは 母子保 健

法 に基づ く 「1歳6ヵ 月 児検診 」 と 「3歳 児検

診」が あ り,そ れ以 後 は学校 保健 法 に基づ いて,

児童 ・生徒 の定期 検 診 が 中学校 まで実施 され て

い るが,中 学校 を卒 業 す る と全 国 的 な規 模 での

歯科 検 診 は実施 され な くな る7).し た が って,成

人 を対象 とす る齲 蝕 予防 や歯科 保 健指 導 に必 要

な情 報 を得 る こ とが 困難 なの が実 状 で あ る.

齲 蝕予 防 につ いて は食 生活 との関連 が 重要 で

あ るこ とは数 多 くの調査 ・研 究 が示 してい る8)-10)

が,そ れ らはい ずれ も成 人に は至 らな い時期 で

の調査 ・研 究 で あ り,成 人 を対象 とす る歯 科保

健 指 導に 資す るため の食 習慣 と齲 蝕発 症 との 関

連 を明 らか にす るため に は,成 人 を対 象 と した

調査 ・研 究が 必要 で あ る.

そ こで,食 習慣 の形 成 も成 熟 して お り組 織 さ

れ た集団 として高校 生 を対 象 に,従 来 の甘 い も

のに 限 られ た調査 ・研 究 の枠 を越 え て,幅 広 く

食習慣 との関連 で齲蝕 の発 生状 況 を調査 し,保

健 指 導に 必要 な情 報 を得 る目的 で調 査研 究 を行

った.

対 象 と 方 法

S高 校 の1993年 の新 入生400名(男 子164名,

女 子236名)を 対 象 と した.歯 科 検 診 は6名 の歯

科 医 師が担 当 し,事 前 に 診断 基準 の確 認 を した

上 で行 った11).実際 には人工 照 明下 にお いて被 験

者 を椅 子 に座 らせ,歯 鏡 と探針 を用 いて実 施 し

た.

歯科 検 診時の 食習慣 は須 山の方 法12)(表1を 参

照)に よ り, 15項 目につ いて調 査 し,齲 蝕の発

生 と食習慣 との関連 を横 断的研 究 に よ り検 討 し

た.各 食 品の齲 蝕発 生へ の影 響 の定 量評 価 に は,

 15種 の食 品の2×2表 を作 成 し単 変量 解析 に よ

りオ ッズ比お よびそ の95%信 頼 区間 を算 出す る

こ とに よって行 った.単 変 量解 析 に よって齲 歯

数 と関連 の大 きか った食 品に つ いて は,こ れ ら
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を説明変 数 と して,多 重 ロジス テ ィ ック回帰分

析 に よっ て調整 オ ッズ比 を算 出 した.

表1　 食物摂取頻度調査表

須 山の文 献12)よ り改 変

な お,解 析 には 岡山大 学総合 情報 処 理 セ ンタ

ー のACOSに 搭 載 され たSPSS及 び統計解 析

プ ログ ラムパ ッケー ジBMDPパ ー ソナ ル コン

ピュー ター 用 ソ フ トを用 い た.

結 果

1. 歯 科 検 診 結 果

今 回 の研 究対 象 者400名 中歯科 検 診 当 日に 欠

席 した38名 と食生 活調査 の回答 が不 備 で あ った

3名 の41名 を除 く359名(男 性151名 と女性208名)



食習慣と齲蝕発生について　 53

の検診 結果 は表2に 示 す ご と くで あっ た.男 女

ともに齲蝕 は臼歯 部 に 多 く,前歯 部 につ いて は,

男性 で齲 歯数 は3本,女 性 で2本 まで で あ るの

に対 して,臼 歯部 で は男 女 ともに4本 に ピー ク

があ る分布 を示 した.な お,齲 歯数 は 男性 よ り

も女性 に 多か っ た.表2　 歯科検診結果

2. 食生 活調査 結 果

表3　 食生活調査結果

*:食 物 摂 取頻 度 調 査 表(表1)に お い て選 ん だ 番号

1・ 日に よ っ てほ とん ど食べ ない と きがあ る,ほ とん ど食 べ な い

2・1日 に1回, 1週 間 に1, 2回

3・1日 に2回, 2日 に1回

4・ 毎 食,ほ とん ど毎 食

食物 別 の摂 取頻 度 は表3に 示 す ご と くで あ っ

た.食 物 の種 類 に よって は,摂 取 頻 度番 号4の

例数 が少 な い場 合 が あ り,定 量 的 な解 析 が 困難

なた め,以 後3種 類2群 に分 け て検 討 した.ま

た,表4に 示す ご と く,男 女 ともに共 通 して 「漬

物 」 につ いて は 「毎 食,摂 取 す る者」 は極 め て

少 な く,「 日に よって ほ とん ど食べ ない者 」が 圧

倒 的 に 多 く,「野菜 類 」に つ いて は 「日に よって

はほ とん ど食べ ない者 」 は極 め て少 なか っ たた

め,こ れ らの 二つ の 食物 につ い ては以 後 の解析

の対象 か らは 除 いた.す なわ ち,摂 取 頻度 に よ

る分 布 が 「日に よ って,ま た は,ほ とん ど食べ

ない」 と回答 した番 号1の 例数 が 少 ない 食物 に
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つ いて は,こ の番 号 と 「1日 に1回,ま たは,

 1週 間 に1, 2回 」は摂 取す る と回答 した番号2

とを一括 した群(1+2, 3, 4)に つ い て,

また「日に よって,ま たは,ほ とん ど食べ ない」

と回答 した番号1の 例数 お よび 「ほ とん ど,ま

たは毎 回」 と回答 した番 号4の 例 数 が解析 に 十

分 な食 物に つ いて は,「1日 に1回,ま たは, 1

週 間に1, 2回 」 摂取 す る と回答 した番 号2と

「1日 に2回,ま たは, 2日 に1回 」 の番 号3

とを一括 した群(1, 2+3, 4)に つ いて解

析 した(表4-10).

表4　 齲歯数 と食物 摂取頻度のオ ッズ比並びに95%信 頼区間(前 歯部 におけ る男性)

*:表3を 参照

**:齲 歯数 の0群 及び1-3群 に対応 した*の 番号別の組合わせによるオッズ比(95%信 頼区間)

/:例 数が少 な く解析 が不適当であったこ とを示す.

注1:食 物摂取頻度別 人数及びオッズ比の欄 のいずれは表 中の数字 のずれに対応す る.

3. 単 変量 解析 の結 果

単変 量の解 析結 果 は表4-10に 示す ごと くであ

り,女 性 の 臼歯 及 び全歯 につ いて は 「米 」 の よ

うに齲歯 数 が0の 群 が極 め て例数 が 少 な く,摂

取頻 度 の分 布 に よって は解 析 が不 適 当 なた め表

中 に斜線 で示 した食物 もあ った.

齲 蝕の発 生 へ の食物 摂取 の 影響 に つ いて は,

部 位別 及 び性別 に異 な ってお り,オ ッズ比が 番

号3お よび4を 含 む両 群 にお いて1, 5以 上 あ るい

は0, 75以 下 の 食 品は,男 性 の 前歯 部 では乳 製 品

(表4),臼 歯部 では米,肉(表6),女 性 につ
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いては前 歯部 で は米(表5)で あ ったが 臼歯部

(表7)で は注 目され る食物 は認 め られ なか っ

た.ま た統計 的 に有意 に高 いか低 い オ ッズ比が

認 め られなか った.

表5　 齲歯数 と食物摂取頻度 のオッズ比並 びに95%信 頼区間(前 歯部における女性)

*,**,/,注1:表4を 参照

部位 を考 慮 せ ずに齲 歯数 と食物 摂取 との 関連

を検討 す る と,男 性 で は米 及 び 肉,乳 製 品,甘

い もの でオ ッズ比 が統 計学 的 に有 意 では なか っ

たが 高 く(表8),女 性 では明確 な関連 が認 め ら

れ なか った(表9).但 し,女 性 で例 数 が少 な い

番 号4を 除 いて検討 す る と,臼 歯部 及 び全 歯 で,

芋 類 の摂取 頻 度 と1-3本 及 び4-9本 の 齲歯

の各群 に お いて統 計的 に有 意 な(P<0.05)極 め

て高 い オ ッズ比が得 られ,芋 類 の摂 取頻 度 が高

いほ ど齲歯 数 が 多い結 果 が示 され た(表9) .ま

た,部 位 に加 え 男性,女 性 を区別せ ず この手 法

で解析 して もほぼ同様 な結 果が得 られた(表10).

また,肉 で有 意 では な いが高 い オ ッズ比 を認 め

た(表10).

4. 多変量 解析 の 結果

多変 量解 析 に よって注 目 され た食 物 について,

性 別 及 び部 位別 に 多変 量解 析 を行 った結 果 は表

11及 び表12に 示 す ご と くで あ り,部 位 別 で は前

歯 部 で果物,パ ン,臼 歯部 で乳 製 品 で有 意 では

ない が高 い オ ッズ比 を認 め た.全 体 で は,肉 が

1.39と やや 高 い オ ッズ比 を した.
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表6　 齲歯数 と食物摂取頻度 のオッズ比並 びに95%信 頼区間(臼 歯部におけ る男性)

*,**,/,注1:表4を 参 照
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表7　 齲歯数 と食物摂取頻度のオッズ比並 びに95%信 頼区間(臼 歯部におけ る女性)

*,**,/,注1:表4を 参 照
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表8　 齲歯数 と食物摂取頻度の オッズ比並 びに95%信 頼 区間(全 歯におけ る男性)

*,**,/,注1:表4を 参 照
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表9　 齲歯数 と食物摂取頻度の オッズ比並 びに95%信 頼 区間(全 歯における女性)

*,**,/,注1:表4を 参照
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表10　 齲歯数 と食物摂取頻度の オッズ比並 びに95%信 頼 区間(全 歯における全員)

*,**,/,注1:表4を 参 照
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表11　 BMDP Programに よ る ロ ジス テ ィ ッ ク 回帰分 析(部 位 別)

表12　 BMDP Programに よ るロ ジス ティッ ク回 帰

分 析(全 歯)

考 察

齲蝕 の発 生要 因は 多 く,感 受 性 を持 っ た宿 主

側 の要 因 とと もに口腔 内の 細菌 叢,細 菌 に適 し

た基質,時 間的 な要 因な どが複雑 に関与 してい

るこ とは既 に指 摘 され て い る13)が,従 来 の調査,

研 究 は小 児 を対 象 として,間 食 を含 め た甘 味料

等 の特 定食 品の 摂取 に よ って齲蝕 の有 病率 が上

昇 す る14)-16)とい う もの で あ り,成 人 を対象 とし

た調 査,研 究は 少 な く,有 病率 の上昇 の程 度 と

も一 致 して い ない.

今 回 の調査,研 究 は成 人歯科 保健 活 動 の推進

を 目的 として,保 健指 導 に資す る食習 慣 と齲歯

数 との関連 を明 らか に した い と考 え,成 人 に な

っ ての食 習慣 を完 成 して い る と考 え られ る高校

生 を対 象 と して歯科 検 診 を行 い,食 習慣 を15種

の食 品群 の摂取 頻 度 との関 連 を検 討 した.検 診

結 果 として,臼 歯部 の 齲歯数 にお いて性 差 が認

め られ,諸 家 の報 告4),5)にみ られ るご と く女性 の

齲 歯数 が 多か った.

摂 取 した食 品の齲 蝕 の発 生要 因 として関連 を

検 討 す るために は,齲 蝕 の発 生状 況 と過去 の 食

物 摂 取 を調 査 しな け れ ば な ら な い.し か し,

 Leeuwen17)は 回顧 的 な食物 摂取 の 計測 パ ター ン

が食 物摂 取の 記録 に影 響 を与 え る と報 告 してお

り,過 去 の 食物摂 取 の記録 の信 頼 性 は低 い と考

え,現 在 の食 物摂 取状 況 を摂取 頻 度 として調査

す るこ とに よ って 「食物摂 取 のパ ター ン」を 「食

習慣」 の指 標 とす るこ とが妥 当 と考 え られた.

した が って歯科 検 診時 に 食生活 習慣 を調査 し,

齲 蝕発 生 との関連 を横 断研 究に よって検 討 した.

食物 の摂 取頻 度 と齲 蝕 との関連 を検 討す る時,

相 関分析 が 従来 広 く行 われ て て きたが,有 意性

の程 度 は標 本数 に影 響 され18),また相 関係数 は直

線上 に関係 が表せ るか ど うかの 指標 で あ り,標

本 の分 布 の影響 が大 きい19)ため,本 研 究 におい て

は オ ッズ比 に よ って 関連 性 を検 討 した.オ ッズ

比 はretrospectiveな 調査 が広 く行 われ て い る

今 日の状 況 にお いて は,他 の調査,研 究 との比

較が容 易 で あ り, False negativeを 少 な くす る

点 で も優 れ てい る20).特に今 回の よ うな横 断研 究

にお い て影 響 の程 度 を定 量的 に検 討す る 目的 で

求 め た オ ッズ比 に よって非 致死 性 の慢 性疾 患 の

場 合 は罹 患率 比 を推定 で きる利 点 もあ る20).

今 回の研 究 に おい ては従 来 は齲 蝕 の発生 に最

も注 目され て きた 「甘 い もの」 との関 連 が オ ッ

ズ比 として は必ず し も高 い値 を示 さず .単 変 量

解析 で男性 の 臼歯部 で米,肉,乳 製 品,女 性 に

つ い ては前 歯部 で米,男 性 の全 歯 につ いて は米 ,

肉,乳 製 品,甘 い もの,ま た男性女 性 を含 め た

多変 量 解析 で果 物,パ ン,乳 製 品で オ ッズ比 の

上昇 傾 向が 認め られ たに過 ぎなか っ た.こ れ は

小 児 と成入 との間 の食 物摂 取頻 度 の差 と考 え ら

れ,成 人の 場合 は 自らの保健 上 の配 慮 が食 習慣

形成 に 影響 を与 えて い る と考 え られ る.
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女性 の場 合,食 物 の摂取 パ ター ンに均 一性 が

認め られ,こ の点 で 男性 の摂食 パ ター ン と異 な

るため例数 が少 な くオ ッズ比の 算定 が 困難 な食

物 も多か ったが,例 数 の少 な いほぼ 毎 日摂取 し

て い る番号 を除 くと,芋 類 の摂 取頻度 が多 いほ

ど齲歯 の頻 度 が高 くな る とい う興 味 深 い結果 が

得 られ た.柳 沢 ら21)は,齲 蝕 の発生 へ の関 連 にお

いて,作 用 を及 ぼす 食 品 と して芋 類,大 豆 類,

乳 製 品な どを挙 げ てい る こ とと も一致 す る.

今 回の単 変量解 析 で比較 的 に共 通 して高 いオ

ッズ比 の傾 向 を示 した米,肉,乳 製 品お よび 多

変量 解析 にお いて比較 的 高 いオ ッズ比 を示 した

パ ン,果 物,乳 製品 につ い ては,最 近 の各 年齢

層 で従 来 の米飯 を主 と した 食習慣 に加 え,食 習

慣 の洋風 化 を反映 してお り22),これに加 えて最 近

の 食習慣 の変 化 としては井上23)や王24)が指 摘 して

いるよ うに,軟 食に よるデ ィス クレパンシー25)-27)

が齲 蝕 の発生 に影 響 を与 え てい るこ とに も配慮

す る必要 が あ ろ う.現 象 の背景 に あ る無 数 の要

因 を統 計解 析 に よって コン トロールす る28)ために

行 つた 多変量解 析 に お いて,女 性に 齲蝕 が 多 く,

また前歯 部 にお いてパ ンが,前 歯部,臼 歯部 に

共通 して 肉が 高 い オ ッズ比 を示 した 食品 とて注

目され た.

結 論

以上,今 回 の調査 と研 究結 果 は 以下 の4点 に

集約 す るこ とが で きる.

1. 歯科 検 診 の結果 として齲蝕 の発 生 は女 性 に,

また 臼歯 に 多 く,性 別 及 び部位 別 に異 な る

こ とが確 認 され た.

2. 単変 量解 析 にお いて 同一 食 品で も性別 に 異

なった オ ッズ比 を示 し,米,肉,乳 製 品 で

オ ッズ比 が 高 い傾 向 を示 し,特 に 女性 の 臼

歯 で芋類 の摂 取頻 度 が 高 いほ ど齲歯 の 頻度

が有 意 に高 い こ とが 明 らか に な った.

3. 多変量 解析 にお いて は,男 女 の 齲歯 の性 差

に加 え,前 歯部 にお いて パ ンお よ び果物 が,

臼歯部 では乳製 品が比 較 的高 いオ ッ ズ比 を

示 した.

4. これ らの結 果 は食 習慣 の近 代化 との 関連 を

示 唆 し,成 人 の歯科 保 健上 有用 な知 見 と考

え られ た.
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Three hundred fifty-nine senior high school students were examined for dental caries and 

dietary habits and the findings were subjected to mono- and multivariate analyses.

Dental caries were higher in female students and differed between the anterior teeth and 

molars. In female students, frequently eating potatoes and having increased dental caries 

showed a significantly higher odds ratio.

On multivariate analysis, a mixed group of male and female students showed high odds ratios 

for bread, fruit and dairy products.

These results indicate that modernization of dietary habits is closely associated with dental 

caries in adults.


